
 

き
び
し
い
暑
さ
か
ら
、
一
転
し
て

秋
ら
し
い
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

住
民
の
願
い
、
実
現
ま

で
あ
き
ら
め
ず 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
毎
回
の
議

会
で
、
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
を

計
画
的
に
一
般
質
問
し
、
町
政
に
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
選
挙
で
の
公
約
も
、

議
会
で
の
質
問
や
町
長
・
担
当
課
と
の

議
論
を
重
ね
、
要
望
実
現
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
中
、
三
度
に
渡

る
改
善
の
申
し
入
れ
、
元
気
号
の
改
善

や
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
も
一
般
質
問
な
ど
系
統
的
に

交
渉
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
令
和

４
年
度
の
「
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
広
陵

町
実
行
委
員
会
」（
町
内
５
団
体
で
組
織
、

日
本
共
産
党
議
員
団
も
加
わ
っ
て
い
る
）

の
町
の
回
答
で
初
め
て
「
デ
マ
ン
ド
型

交
通
」
に
前
向
き
な
姿
勢
に
変
わ
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
大
幅
な
改
善
が
必
要
で

す
が
、
10
月
か
ら
「
の
る
ー
と
」
が
実

現
し
て
い
ま
す
。 

           

「
高
い
ゴ
ミ
袋
を
半
額
に
」
の
声
は

な
お
根
強
く
、
引
続
き
日
本
共
産
党
議

員
団
は
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 ま

た
、「
学
校
給
食
費
の
無
償
化
」
は

全
国
で
491
自
治
体
に
広
が
り
、
広
陵
町

で
も
、「
広
陵
町
学
校
給
食
費
の
無
償
化

を
実
現
す
る
会
」
の
取
り
組
み
を
、
日

本
共
産
党
広
陵
後
援
会
も
全
面
的
に
支

援
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
12
議
会
で
国
へ
の
「
学
校
給
食

費
の
無
償
化
」
を
求
め
る
意
見
書
は
全

員
一
致
で
可
決
し
て
お
り
、
現
在
、
地

域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
給
食
費
値
上

げ
反
対
・
無
償
化
実
現
等
の
署
名
運
動

に
対
し
て
、
月
額
400
円
の
引
き
上
げ
に

賛
成
し
た
議
員
を
含
め
、
各
議
員
が
ど

の
よ
う
な
態
度
を
と
る
か
、
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。 

     

特
徴
① 

積
立
基
金
が
30
億
円
突

破
（
町
政
史
上
”
初
“
）
箸
尾

準
工
工
事
に
貸
与
し
た
７
億
円

を
加
算
す
る
と
37
億
円
に
な
る 

特
徴
➁ 

債
務
残
高
（
一
般
会
計

及
び
下
水
道
会
計
）
は
実
質
55
億
円
。 

 

町
の
担
当
者
は
「
危
機
で
は
な
い
が

余
裕
の
あ
る
状
態
で
も
な
い
」
と
し
ま

し
た
。
「
入
り
を
図
り
出
る
を
制
し
て
」

健
全
経
営
に
努
め
る
な
ら
、
新
た
な
課

題
に
挑
戦
す
る
土
台
が
で
き
た
も
の
で

あ
り
、
町
民
要
望
実
現
の
た
め
に
十
分

に
検
討
す
べ
き
で
す
。 

 
 

   

例
え
ば
、
1
億
3
千
万
円
あ
れ
ば
無
償

化
で
き
る
学
校
給
食
費
は
、
国
の
制
度

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
と
合
わ
せ
広
陵

町
単
独
で
も
先
ず
決
断
す
べ
き
で
す
。 

      

世
間
を
騒
が
せ
て
い
る
も
の
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
に
使

お
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
写
真
が
違
う
」
「
名
前
が
違
う
」「
負

担
割
合
が
違
う
」「
薬
が
違
う
」
な
ど
一

部
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
健
康
保

険
証
の
体
を
な
し
て
い
な
い
こ
と
を
心

配
し
て
、
念
の
た
め
、
ま
さ
か
の
時
の

た
め
に
、
現
行
の
健
康
保
険
証
を
継
続

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
提
案
し

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
議
員
団
以
外
に
、

坂
口
・
谷
・
岡
本
各
議
員
の
賛
成
が
あ

り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
8
名
の
反

対
で
可
決
す
る
に
は
到
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
（
裏
面
で
表
に
し
て
い
ま
す
） 

11
月
末
ま
で
の
修
正
作
業
が
果
た
し

て
完
了
で
き
る
の
か
ど
う
か
注
目
さ
れ

る
と
同
時
に
、
他
の
国
々
と
は
異
な
り
、

日
本
の
マ
イ
ナ
ー
バ
ー
カ
ー
ド
は
紐
つ

け
の
種
類
と
範
囲
が
広
大
で
情
報
漏
洩

の
際
に
は
被
害
が
甚
大
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
本
人
が
拒
め
ば
デ
ー
タ
の
利
用

は
禁
止
す
る
規
定
も
な
く
問
題
が
あ
り

ま
す
。 
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3 つのゼロとゴミ袋半額化の実現で 
暮らしやすい広陵町の実現を！ 

 

 

 3 つのゼロ （１）学校給食費の全面的無償化 

      （２）国保税均等割 18歳までの負担ゼロに 

      （３）窓口負担なし一部自己負担金も含め、

18歳までの子どもの医療費はゼロに。 

令
和
４
年
度
広
陵
町
一
般
会
計

決
算
は
５
億
７
千
万
円
の
黒
字
！ 

 
現
行
健
康
保
険
証
の
継
続
を 

求
め
る
意
見
書
に
5
名
の
賛
成 

町指定ゴミ袋は半額に 

天理ゴミ処理センターは 10 自治体共同施設です

が、内 3 自治体は無料でゴミ回収しています。 

日本共産党が経済再生プラン 

          

3つの改革で  暮らしに希望を 

   
詳しくは日本共産党 HPにアクセスを！ 

         https://www.jcp.or.jp/ 

（１）政治の責任で、賃上げと待遇改善を進める。 

   人間を大切にする働き方改革。最低賃金は 1500 円/時に、   

中小企業への賃上げ支援強化、大企業の内部留保への時限的課税

（大企業の賃上げ分を控除して大企業労働者の賃上げ促進） 

    非正規ワーカー待遇改善法の制定、ハラスメントをなくす、 

    ケア労働者の賃上げ、男女の賃金格差是正。 

（２）消費税減税、社会保障充実、教育費負担軽減 

  消費税廃止をめざし当面 5％に、インボイス制度導入中止、    

物価上昇に応じた「増える年金」への改革、大学など高等教育の

授業料を半額にし計画的に無償化、学校給食は国の責任で無償化。 

（３）気候危機打開、エネルギーと食糧自給率向上 

      再生可能エネルギーの普及、価格・所得補償の充実 他 
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